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かがやく星の子の成長 

校長 西山 久美子  

 

校舎前に並んだ植木鉢の球根の芽が「春よ来い！」と言っているかのようにぐんぐん伸びています。桜の花

芽は、寒さに耐えながら今年の花を咲かせるため準備をしています。季節が着実に進んでいることを身近な自

然から感じ、春がすぐそこまで来ていることを想うと心も踊ります。 

 令和３年度も残り１か月となりました。子どもたちは１年間を振り返り、自分自身の成長を確かめながら次

の学年へのめあてを考える 1か月となります。子どもたちの一日一日を大切にしながら、次の一歩への準備を

支えたいと思います。 

 ところで、ある日の学校の様子です。なわとびを練習している子が、途中でひっかかってもまた縄を整え跳

び始めました。前よりも長く跳び続けるようになっているようです。教室では九九を唱えている子どもたち。

「６の段、覚えたかな。」と声をかけると友達と声をそろえて唱えてくれました。練習の成果です。音楽室で

は、リコーダーの指使いに苦労しながら何度も同じところを練習し、だんだんと曲が仕上がってきます。子ど

もたちはできるようになったうれしさや達成感を味わいながら着実に力をつけているのです。 

 しかし、子どもたちの成長は目に見える「できるようになったこと」だけではありません。人とのかかわり

を通して、あるいは様々な体験を通して、「心が豊かになること」も大事な成長と考えます。学校では 6 年間

の学校生活の中で、人を思いやる優しさ、自分を律する心、根気強さ、チャレンジする意欲、責任感などの力

を大きく育てることを大切にしています。形としては見えないけれど、ふとした友達への言葉がけや日々の活

動への取組から、一人ひとりの心は確かに成長していることが伝わってきます。先日の 6 年生の感謝の会で

は、6年生一人ひとりが感謝の思いを発表しました。自分を支えてくれる人への感謝の思いをもち新しい世界

へ一歩進もうとする姿に、６年間でたくましく成長し

た心を感じ胸が熱くなりました。学年の締めくくりの

３月、子どもたちの心の成長を振り返り、大いにほめ

て励ましたいと思います。そして、上星川小学校の校

歌にあるように、子どもたちにはぐんぐん伸び、ぐん

ぐん進んでほしいと願っています。 

  

最後となりましたが、保護者の皆様、地域の皆様には、この 1年間、本校の教育活動にご支援ご協力をいた

だきましたことに心より感謝申し上げます。新年度もかがやく星の子の笑顔があふれる上星川小学校をめざし

ていきたいと思います。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

～友だちいっぱい 夢いっぱい 未来へ向かって かがやく星の子～ 
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